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光客が訪れ、到着を心待ちに。各所から見事な彫刻を施しただんじりが法被
や色鮮やかな衣装を着た参加者に引かれて集まってくると、にぎやかな歓声
が上がり、盛んにシャッターを切る姿が見られました。

10 月 28 日、牛窓町
牛窓地区一帯で牛窓
秋祭りが開催され、
太刀踊や唐子踊の奉
納、みこしのお旅所
巡り、だんじりの巡
行などが行われまし
た。だんじりの集合
場所には、多くの観
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民生費

総務費

公債費

消防費

商工費

議会費
災害復旧費
労働費

3億7,083万円（2.5％）

5億9,697万円（4.0％）

2億6,456万円（1.8％）
5,400万円（0.4％）
4,557万円（0.3％）

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

地方譲与税
・各種交付金

市税

繰越金

使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入
分担金及び負担金
繰入金

4億7,847万円（3.1％）

3億1,180万円（2.0％）

2億4,255万円（1.5％）

1億2,091万円（0.8％）

3,885万円（0.2％）

6億3,784万円
（4.1％）

9億516万円
（5.8％）

12億212万円
（7.7％）

13億6,591万円
（8.7％）

56億7,095万円
（36.3％）

46億5,027万円
（29.8％）

19億1,330万円
（12.7％）

20億5,668万円
（13.6％）

45億4,264万円
（30.1％）
116,895円

49,234円

52,924円

1,173円

15,362円

1,390円

6,808円

農林水産業費
10億5,874万円
（7.0％）
27,244円

9,542円

国税（所得税、
法人税、酒税、
消費税、たばこ
税）の一定割合
を財源として、
国が市に交付す
るもの。

国と市の行う事
業の経費負担区
分に基づき、国
が市に対して支
出するもの。

外部（政府・地
方自治体金融機
構・銀行など）
から資金を調達
するもので、長
期的な借入金。

地方揮発油譲与
税、自動車重量
譲与税、地方消
費税交付金、自
動車取得税交付
金など。

市民の皆さんや
市内に事務所を
持つ法人などが
納めたもの。市
民税、固定資産
税、軽自動車税
など。

県が市に対して
支出するもの。

　　　の金額
は、市民一人当
たりの金額です。
（平成 24年 3月
31日現在の住
民基本台帳人口
38,861人を基準
に算出）

子育て支援、高
齢者や障害者に
対する福祉の充
実などの経費。

全体的な管理事
務、防災、戸籍、
統計調査、監査、
税金の徴収など
の経費。

市債の元金・利
子や一時借入金
の利子を支払う
ための経費。

土木費
9億5,587万円
（6.3％）
24,597円

道路や河川、公
園などの社会資
本整備のための
経費。

衛生費
14億1,421万円
（9.4％）
36,391円

環境保全、疾病
予防、健康増進
などの経費。

教育費
17億9,146万円
（11.9％）

46,099円

学校教育・生涯
学習の振興、文
化・スポーツ振
興などの経費。

農林業や水産業
の振興などの経
費。

21年度 22年度 23年度 　　

普通建設事業費は、国
の経済危機対策による
交付金を活用した事業
が終了したことなどか
ら減少しています。

扶助費は、子ども手当
や医療費など社会保障
費の伸びにより年々増
加しています。

補 助 費 等 は、 平 成
21 年 度 は 定 額 給 付
金 の 給 付 な ど に よ
り増加していましたが、
平成 22 年度からは減
少しています。

公債費は、平成 19 ～
21 年度に実施した補償
金免除繰上償還により
増加していましたが、
平成 22 年度からは減
少に転じています。

普通会計歳出決算額（性質別）の推移

繰出金は、高齢化に伴
う高齢者医療費や介護
保険事業費、下水道事
業費が年々増加してい
ます。

人件費は、年金制度改
正による議員共済の負
担金増および重点事業
への集中的な人員配置
により若干増加してい
ます。

物件費は、施設の管理
運営費の増額などによ
り増加しています。
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その他は、平成 22 年
度は財政調整基金の積
立金を増やしたこと
から増加していました
が、平成 23 年度は積
立金を減らしたため、
減少しています。44.1%増 31.7%減 1,500
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平成 23年度普通会計決算

瀬戸内市の財政状況特集
（決算額内訳、構成比）

決
算
の
概
要

　

平
成
23
年
度
の
市
の
普
通
会
計

の
決
算
額
は
、
歳
入
が
１
５
６
億

２
、４
８
３
万
円
に
対
し
て
、
歳

出
が
１
５
０
億
６
、４
８
３
万
円

で
、
平
成
24
年
度
へ
繰
り
越
し

た
事
業
の
財
源
を
差
し
引
い
た

４
億
６
、４
１
９
万
円
が
実
質
的

な
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
は

続
い
て
い
る
も
の
の
、
税
収
の
持

ち
直
し
や
地
方
交
付
税
の
伸
び
な

ど
に
よ
り
、
市
の
貯
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
う
こ
と
な
く
財
源
調
整
が
図
れ

て
い
ま
す
。

財
政
指
標

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す

る
た
め
の
経
常
収
支
比
率
は
83
・

２
％
と
３・
８
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
年
減
少
傾

向
だ
っ
た
人
件
費
、
物
件
費
、
扶

助
費
や
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出

区分 歳入額
万円

歳出額
万円

差引額
万円

一般会計 1,564,041 1,508,042 55,999

特
別
会
計

国民健康保険 416,708 411,790 4,918

裳掛診療所 3,404 3,382 22

美和診療所 1,387 1,315 72

介護保険 350,292 347,295 2,997

後期高齢者医療 42,903 42,902 1

農業集落排水事業 32,482 32,432 50

漁業集落排水事業 3,236 3,186 50

下水道事業 187,811 184,340 3,471

土地開発事業 16,355 7,549 8,806

企業団地造成事業 4,504 1,903 2,601

公共用地先行取得事業 503 503 0

計（一般会計・特別会計） 2,623,626 2,544,639 78,987

事業
会計

病院事業会計 111,044 112,469 △ 1,425

水道事業会計 91,280 82,361 8,919

計（事業会計） 202,324 194,830 7,494

指標 市の比率
％

早期（経営）
健全化比率 ％

健全化
判断比率

実質赤字比率 ― 13.20
連結実質赤字比率 ― 18.20 
実質公債費比率 15.7 25.00    
将来負担比率 79.9  350.00

資金不足比率（公営企業ごと） ― 20.00

会計別決算

財政健全化判断比率等

※ 1　「―」の表示は該当なしを表しています。
※ 2　早期（経営）健全化比率は基準値です。

※事業会計については、収益的収入および収益的支出を計上しています。

金
な
ど
の
経
常
的
な
経
費
が
増
加

し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
指
標
は
い
ず
れ
も
財
政
の
早
期

健
全
化
が
義
務
付
け
ら
れ
る
基
準

（
早
期
健
全
化
比
率
）
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、15・７
％

と
０・
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
平

成
21
年
度
か
ら
３
年
度
連
続
で
、

市
債
発
行
に
県
の
許
可
が
必
要
と

な
る
基
準
で
あ
る
18
％
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
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図１　主な歳入一般財源の状況図２　基金残高の状況

公債費（百万円）
図３　公債費・市債残高の状況図４　収支見通し

市債残高（百万円）

決
算
額
の
推
移

　　

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
少
子
高

齢
化
の
進
行
な
ど
に
加
え
、
国
が

進
め
た
「
三
位
一
体
改
革
」
の
影

響
で
地
方
交
付
税
や
国
の
補
助
金

な
ど
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
財
政
健
全
化
に
向
け
て
の
取

り
組
み
と
、
地
方
交
付
税
の
額
が

確
保
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

市
の
財
政
状
況
は
改
善
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

市
税
は
、
急
激
な
景
気
悪
化
に

よ
り
平
成
21
年
度
に
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
除
々

に
持
ち
直
し
、
ゆ
る
や
か
な
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
全
国
的
な

地
方
財
源
の
不
足
を
補
て
ん
す
る

た
め
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政

対
策
債
の
総
額
が
確
保
さ
れ
、
平

成
22
年
度
お
よ
び
平
成
23
年
度

は
、
主
な
一
般
財
源
の
総
額
は
過

去
10
年
間
で
最
も
高
い
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

歳
出
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
職
員

の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
人

件
費
お
よ
び
物
件
費
が
、
若
干
の

増
加
へ
と
転
じ
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
伴
う
医
療

費
な
ど
の
社
会
保
障
費
お
よ
び
下

水
道
事
業
に
か
か
る
費
用
が
増
加

し
て
お
り
、
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　

財
源
調
整
を
行
う
財
政
調
整
基

金
は
、
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど

の
収
支
不
足
に
対
し
て
取
り
崩
し

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
合
併
以

降
基
金
残
高
は
少
な
く
余
裕
の
な

い
財
政
運
営
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
財
政
状
況
の
改
善
と
と
も
に

年
々
積
立
額
が
増
加
し
、
平
成

23
年
度
に
は
約
27
億
円
の
残
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

投
資
的
事
業
の
財
源
と
し
て
発

行
し
て
い
る
市
債
の
償
還
金
で
あ

る
公
債
費
は
、
平
成
13
年
度
か
ら

の
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ

や
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

に
か
け
て
実
施
し
た
補
償
金
免
除

繰
上
償
還
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
減
少

に
転
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
債
は
、

そ
の
年
の
元
金
の
償
還
額
を
上
限

と
し
て
発
行
す
る
と
い
う
方
針
の

も
と
に
抑
制
し
て
き
た
効
果
も
あ

り
、
残
高
は
平
成
18
年
度
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
図

３
）

厳
し
い
財
政
状
況

　

平
成
24
年
度
か
ら
10
年
間
に
実

施
し
よ
う
と
す
る
事
業
を
そ
の
ま

用
語
の
解
説

地
方
交
付
税

　

地
方
が
全
国
の
一
定
の
水
準

で
行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
国

税
の
一
定
割
合
の
額
を
国
が
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
交
付
す

る
も
の
で
す
。
一
定
の
計
算
で

決
ま
る
普
通
交
付
税
と
災
害
な

ど
の
特
殊
な
事
情
に
応
じ
て
決

ま
る
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債

　

地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
る

地
方
の
財
源
不
足
を
補
て
ん
す

る
た
め
特
例
的
に
認
め
ら
れ
る

市
債
で
す
。
こ
の
元
利
償
還
金

の
全
額
は
普
通
交
付
税
の
算
定

の
積
算
基
礎
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　

予
期
し
な
い
収
入
減
少
や
支

出
増
加
と
い
っ
た
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
基
金

で
す
。
財
源
に
余
裕
の
あ
る
年

度
に
積
立
て
て
お
き
、
不
足
が

生
じ
る
年
度
に
取
り
崩
し
ま
す
。

減
債
基
金

　

市
債
を
計
画
的
に
償
還
す
る

た
め
の
基
金
で
す
。

ま
集
計
し
た
も
の
が
「
中
期
財
政

見
通
し
」
で
す
。

　

歳
入
は
、
主
要
な
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
が
合
併
に
よ
る
算
定

の
特
例
が
終
了
す
る
た
め
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
32
年
度
に
か
け
て

段
階
的
に
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
な

ど
に
伴
う
扶
助
費
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
な
ど
の
社
会
保
障

費
お
よ
び
下
水
道
事
業
・
企
業
団

地
造
成
事
業
に
係
る
繰
出
金
が
大

き
く
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

決
算
ベ
ー
ス
で
平
成
25
年
度
か

ら
多
額
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

27
年
度
以
降
は
、
普
通
交
付
税
の

段
階
的
な
減
少
に
よ
り
財
源
不
足

は
年
々
大
き
く
な
り
、
普
通
交

付
税
の
合
併
の
特
例
が
完
全
に
終

了
す
る
平
成
32
年
度
に
は
約
14
億

円
、
計
画
最
終
年
度
の
平
成
33
年

度
に
は
約
16
億
円
の
財
源
不
足
を

生
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
源
調
整
を
行
う
財
政
調
整
基

金
と
減
債
基
金
は
、
地
方
交
付
税

の
減
少
に
伴
う
多
額
の
財
源
不
足

に
対
応
で
き
る
状
況
に
な
く
、
平

成
31
年
度
に
は
底
を
つ
く
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
の
行
政
運
営
で
は
、

安
定
し
た
財
政
運
営
の
確
立
ま
で

に
は
程
遠
く
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国

の
地
方
財
政
対
策
は
不
透
明
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
今
後
、
市
民
病
院

整
備
事
業
、
図
書
館
整
備
事
業
、

企
業
団
地
造
成
事
業
お
よ
び
新
火

葬
場
整
備
事
業
な
ど
、
多
額
の
経

費
を
要
す
る
事
業
を
見
込
ん
で
お

り
、
市
の
財
政
状
況
は
、
今
後
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
図
４
）

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　
「
中
期
財
政
見
通
し
」
を
受
け

て
策
定
し
た
「
財
政
運
営
適
正
化

財政健全化の成果
◎具体的方策全体の効果額

◎主な具体的方策及び効果額
①投資的事業の抑制（約 11.9 億円）
　事業計画の見直し（新規事業の見直し、事業
　費の平準化など）
②公営企業会計繰出金の抑制（約 7.5 億円）
　病院再編などによる経営改善、下水道事業資
　本費平準化債の活用など
③公債費等の抑制（約 1.7 億円）
　市債発行を原則元金償還額以下に抑制、公的
　資金補償金免除繰上償還制度の活用など
④人件費の抑制（約 4.4 億円）
　職員数の削減（普通会計等職員数・H17：436
　人→ H23：402 人）、特別職の給料カット、各
　種職員手当の見直し、議員定数の削減など
⑤事務事業及び内部管理経費の見直し（約10.3億円）
　事務事業評価による見直し、施設の統廃合・
　民営化・集中管理・指定管理者制度導入など
⑥各種補助金等の見直し（約 2.5 億円）
　各種団体活動補助金、単市給付事業の見直しなど
⑦受益者負担の適正化（約 0.5 億円）
　使用料などの見直し（施設使用料、保育料の
見直しなど）
⑧市税徴収率の向上
⑨その他の収入の確保（約 1.1 億円）
　遊休未利用地の処分、企業広告の導入、ふる
さと納税制度の活用など

年度 効果額 年度 効果額
H17 約 0.4 億円 H21 約 9.3 億円
H18 約 3.1 億円 H22 約 6.5 億円
H19 約 4.1 億円 H23 約 4.4 億円
H20 約 12.1 億円 合計 約 39.9 億円

財政健全化に向けた具体的方策
①投資的事業の見直し
　事業の計画的な実施、事業費の抑制など
②公営企業会計繰出金の抑制
　管理経費の抑制、使用料徴収率の向上、工事
　コスト縮減の推進など
③公債費等の抑制
　市債発行を原則元金償還額以下に抑制、民間
　資金の繰上償還など
④人件費の抑制
　職員数の削減（普通会計等職員数・H23：402
　人→ H28：383 人）、特別職の給料カットなど
⑤事務事業及び内部管理経費の見直し
　施設のあり方の検討（統廃合・民営化など）、
　内部管理経費の削減など
⑥収入の確保
　市税の徴収強化、受益者負担の適正化、遊休
　未利用地の処分、定住の促進、企業誘致の推
　進、都市計画導入の検討など

計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
に
か
け
て
、
集

中
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
主
な
具

体
的
方
策
と
効
果
額
は
、
ペ
ー
ジ

左
上
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
24
年
度
以
降
に
取
り
組
む

具
体
的
な
方
策
は
ペ
ー
ジ
左
下
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
前
ペ
ー
ジ
の

図
４
で
は
、
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
方
策

を
実
施
し
た
場
合
の
収
支
の
見
通

し
も
示
し
て
い
ま
す
。

計
画
を
実
施
す
る
た
め
に

　

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
に
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

な
ど
、
皆
さ
ん
の
理
解
が
な
け
れ

ば
実
現
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
健
全
化
を
達
成
す
る
た

め
に
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
中
期
財
政
見
通
し
」「
財
政
運

営
適
正
化
計
画
」
や
市
の
財
政
に

つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

経
営
企
画
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
      data/zaisei.html
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上
同
時
入
園
の
場
合
は
、
２
人
目

以
降
は
４
、０
０
０
円
）

※
給
食
費
、
絵
本
代
な
ど
は
含
ま

　

れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

預
か
り
保
育
に
つ
い
て　

　

預
か
り
保
育
と
は
、
幼
稚
園
の

教
育
時
間
終
了
後
、
希
望
す
る
在

園
児
を
幼
稚
園
で
預
か
り
、
保
育

す
る
こ
と
で
、
園
児
の
心
身
の
健

全
な
発
達
を
図
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
子
育
て
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
に
は
次
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

【
年
間
預
か
り
保
育
】

　

月
ま
た
は
年
間
を
通
じ
て
預
か

り
、
保
育
し
ま
す
。

幼稚園の募集定員および問い合わせ先

園名 問い合わせ先☎
　　　　　　  定員　　            　人
３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

牛窓東 0869-34-2104 20 30 30 20

牛窓西 0869-34-3687 20 30 30 20

牛窓北 0869-34-3742 10 30 30 20

邑久 0869-22-0027 40 60 70 30

今城 086-943-8715 15 30 30 20

【
一
時
預
か
り
保
育
】

　

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
に
な
っ
た
人

で
、
日
を
単
位
と
し
て
預
か
り
、

保
育
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

幼
稚
園
へ
通
園
す
る
園
児
（
３

歳
児
を
除
く
）
で
保
護
者
が
預
か

り
保
育
を
希
望
す
る
人

▽
保
育
時
間　

幼
稚
園
降
園
時
〜

　

午
後
６
時
（
長
期
休
業
中
は
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

※
土
、
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

　

年
始
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
預
か
り
保
育
料

①
年
間
預
か
り
保
育

　

月
額　

６
、０
０
０
円

　
（
８
月
は
、
１
０
、０
０
０
円
）

②
一
時
預
か
り
保
育

　

日
額　
５
０
０
円

　
（
８
月
は
、
１
、０
０
０
円
）

※
お
や
つ
代
な
ど
は
含
ま
れ
て
い

　

ま
せ
ん
。

▽
申
込
方
法

①
年
間
預
か
り
保
育

　

入
園
願
と
一
緒
に
申
し
込
む

②
一
時
預
か
り
保
育　

随
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

園名 問い合わせ先☎
　　　　　　  定員　　            　人
３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

玉津
現在休園中です。総務学務課へお問い合わせください。

裳掛

美和 0869-26-3445 10 30 30 20

国府 0869-26-3446 25 60 60 30

行幸 0869-26-3447 30 60 60 30

　

日
〜
平
成
21
年
４
月
１
日
生
）

③
新
５
歳
児
（
平
成
19
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
20
年
４
月
１
日
生
）

▽
受
付
期
限　

12
月
14
日
（
金
）

▽
保
育
時
間

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

・
３
歳
児

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

※
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
状
況
に
よ
り
保
育
時
間
を
延
長

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

　

場
合
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

・
４・５
歳
児

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
給
食
が
あ
り
ま
す
。

▽
保
育
料

　

月
額
５
、０
０
０
円
（
２
人
以

※申し込みが定員を超える場合は、抽選となる場合があります。
※申し込み人数によって、集団生活を通じての幼稚園教育が難しいと判断したときは休園となることがあります。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
園
募
集

幼
稚
園
・
保
育
園
・
児
童
館
の
入
園
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

入
園
は
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を
考
え
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
選
択
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
年
齢
や
保
育
時
間
、
各
園
が
実
施
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
の
入
園
募
集

　

幼
稚
園
は
、
幼
児
を
保
育
し
、

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
切
な

環
境
を
与
え
て
、
心
身
の
発
達
を

助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学

校
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た
教
育
機

関
で
す
。

　

入
園
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
各
幼
稚
園
に
備
え
付
け
の

入
園
願
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

①
新
３
歳
児
（
平
成
21
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
22
年
４
月
１
日
生
）

②
新
４
歳
児
（
平
成
20
年
４
月
２

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

（
12
月
15
日
の
受
付
時
間
は
、
午

前
８
時
30
分
〜
正
午
）

※
保
育
園
ご
と
の
主
な
受
付
日
時

　

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
受
付
場
所　

第
１
希
望
の
保
育

　

園
（
入
所
希
望
児
童
同
伴
）

▽
申
込
書
類
配
布
場
所

　

各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
課
、

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
、
牛
窓
支

所
、
裳
掛
出
張
所

▽
提
出
書
類

　

・
保
育
所
入
所
申
込
書

　

・
就
労
状
況
な
ど
の
証
明
書

　

・
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成
24
年
分

　

の
所
得
税
額
が
分
か
る
も
の

　
（
後
日
提
出
可
）

　

　

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
新
規
入
所

　

者
の
み
）

 

特
別
保
育
事
業
に
つ
い
て

　

保
育
園
で
は
、
通
常
保
育
の
ほ

か
に
次
の
よ
う
な
特
別
保
育
事
業

を
実
施
し
て
、
子
育
て
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
下
表

に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
保

育
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
料
金
、
対
象
者
な
ど
各

事
業
の
詳
細
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
延
長
保
育

　

就
業
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
午
後
７
時
ま
で
保

育
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

②
障
害
児
保
育

　

保
育
が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童

で
集
団
生
活
が
可
能
な
障
害
者
手

帳
保
持
者
な
ど
を
保
育
し
ま
す
。

③
一
時
保
育

　

保
護
者
の
急
病
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的
に
保

育
が
必
要
と
な
っ
た
乳
幼
児
を
保

育
し
ま
す
。

※
利
用
日
数
な
ど
の
制
限
が
あ
り

　

ま
す
。

④
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
へ
の
不
安
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
・
指
導
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
へ
の
支
援
、
園
庭
開
放
な
ど

の
育
児
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６ 

園名 問い合わせ先☎ 主な受付日時 定員
人

入園対象年齢 保育時間 ( 時 )
延長時間 ( 延 )

特別保育事業
  実施状況  ※

牛窓ルンビニ 0869-34-2309 12 月 12 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 90 2 カ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

あいあい 0869-34-9330 12 月 11 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 60 2 カ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

長船ちとせ 0869-26-3988 12 月 13 日 ( 木 )
9：00 ～ 16：00 80 2 カ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

邑久 0869-22-0089 12 月 10 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 160 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②③④

福田 0869-22-0457 12 月 11 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 140 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②④

今城 086-942-4351 12 月 10 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 90 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

玉津 現在休園中です。子育て支援課へお問い合わせください。

裳掛児童館 0869-25-0769 12 月 11 日 ( 火 )
9：00 ～ 13：00 90 3 歳から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

長船西 0869-26-4401 12 月 12 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 140 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

長船東 0869-26-3326 12 月 14 日 ( 金 )
9：00 ～ 16：00 95 1 歳から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②③

※延長保育を①、障害児保育を②、一時保育を③、子育て支援センターを④としています。

保育園の受付日時および問い合わせ先など

　

保
育
園
・
児
童
館
の
入
園
募
集

　

保
育
園
は
、
保
護
者
の
仕
事
や

病
気
な
ど
の
事
情
で
、
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
乳
幼
児
を
保
育
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
児
童
福
祉
施

設
で
す
。

　

入
園
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
入
園
要
件

　

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
理

由
で
昼
間
自
宅
で
保
育
で
き
な
い

場
合
で
す
。

①
自
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

②
自
宅
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

　

て
い
る
。

③
妊
娠
中
や
出
産
後
間
が
な
い
。

④
病
気
や
け
が
、
心
身
に
障
害
が

　

あ
る
。

⑤
長
期
間
、
病
気
や
障
害
が
あ
る

　

同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て

　

い
る
。

⑥
災
害
、
火
災
の
復
旧
に
当
た
っ

　

て
い
る
。

▽
保
育
料

　

世
帯
に
か
か
る
税
額
な
ど
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間

　

12
月
10
日
（
月
）
〜
15
日
（
土
）
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し
ま
せ
ん
。

　

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方

法・回
数
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
実
施
医
療
機
関　

市
が
委
託
し

　

た
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

　

す
。
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い

　

合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
年
齢

　

生
後
３
カ
月
〜
90
カ
月

▽
接
種
方
法　

20
日
か
ら
56
日
ま

　
で
の
間
隔
を
お
い
て
３
回
接
種
。

※
追
加
接
種
（
４
回
目
）
に
つ
い

　

て
は
、
初
回
接
種
終
了
後
６
カ

　
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
接
種
。

▽
料
金　

無
料

▽
持
参
す
る
物　

母
子
健
康
手　

帳
、
健
康
保
険
証
ま
た
は
小
児　

医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
本
人　

確
認
の
た
め
）

※
予
診
票
は
医
療
機
関
窓
口
に
あ

　

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２ 

 

人
権
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

 

お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高

揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
は
、
今
年
で
64
回
を

迎
え
ま
す
。「
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
〜
考
え
よ
う　

相
手

　

毎
年
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら
人
権

デ
ー
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ

〇女性の人権を守ろう

〇子どもの人権を守ろう

〇高齢者を大切にする心を育てよう

〇障害のある人の自立と社会参加を進めよう

〇部落差別をなくそう

〇アイヌの人々に対する理解を深めよう

〇外国人の人権を尊重しよう

〇ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する

　偏見をなくそう

〇刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

〇犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

〇インターネットを悪用した人権侵害はやめよう

〇北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認

　識を深めよう

〇ホームレスに対する偏見をなくそう

〇性的指向を理由とする差別をなくそう

〇性同一性障害を理由とする差別をなくそう

〇人身取引をなくそう

〇東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

※12月10日（月）から16日（日）は「北

　朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。拉致問

　題をはじめとする北朝鮮当局による人権侵

　害問題への対処が国際社会を挙げて取り組

　むべき課題とされる中、わたしたちも関心

　と認識を深めていくことが大切です。

第 64回人権週間強調事項

の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や

り
の
心
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
法
務

省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
左
記
の
17
項
目
の
強
調
事

項
を
定
め
て
、
全
国
的
に
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

 

始
ま
り
ま
し
た

 

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
　

　

11
月
か
ら
、
４
種
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・

不
活
化
ポ
リ
オ
）
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
予
防
接
種
に
加
わ
り
、
年
中
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
４
種
混
合
の
導
入
前

に
、
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
単
独

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回

以
上
接
種
し
て
い
る
人
は
、
原
則

と
し
て
、
最
初
に
使
用
し
た
ワ
ク

チ
ン
を
最
後
ま
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
併
用
は

可
能
で
す
が
、
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
と
単
独
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
回
数

管
理
が
複
雑
化
す
る
た
め
お
勧
め

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

行政からのお知らせ

 

募
集
し
ま
す

 

市
営
住
宅
入
居
者　

　　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地

　
（
団
地
名
、
所
在
地
、
構
造
）

　

・
弁
天
団
地

　

牛
窓
町
長
浜
６
８
８
０-

５
７

　

簡
耐
２
階
建

▽
規
格　

３
D
K

▽
戸
数　

１
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

平
成
25
年
１
月
４

　

日
（
金
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

12
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

 

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

 

障
害
児
福
祉
年
金　

　

次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人

で
、
平
成
24
年
度
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
平
成
25
年
１
月
31

日
（
木
）
ま
で
に
福
祉
課
、
牛
窓

支
所
、
保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
、

裳
掛
出
張
所
の
い
ず
れ
か
の
窓
口

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

　

平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に
手

帳
を
取
得
し
、
平
成
24
年
４
月
１

日
以
前
に
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
20
歳
未
満
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
を

　

所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

〜
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
申
請
手
続
き
に
必
要
な
物

　

・
印
鑑

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

・
本
人
名
義
の
通
帳

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
へ

 

第
三
者
行
為
に
よ
る
け
が
の
治
療

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
交
通
事
故
や
損
害
事
件
な

ど
、
第
三
者
（
相
手
）
の
行
為
に

よ
り
け
が
を
し
た
場
合
で
、
国
民

健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
に
よ

る
届
出
が
必
要
で
す
。

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り

す
る
と
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
場
合
は
速
や
か
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
自
損

事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
で
も
同

様
に
届
出
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
窓
口　

市
民
課
、
牛
窓
支

　

所
、
長
船
支
所
、
裳
掛
出
張
所

▽
持
参
す
る
物　

国
民
健
康
保
険

　

証
、
印
鑑
、
事
故
証
明
書
（
交

　

通
事
故
の
場
合
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

過
去
に
滞
納
や
免
除
期
間
が
あ

る
人
も
、
年
末
ま
で
に
保
険
料
を

支
払
え
ば
、
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証

書
）
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

つ
い
て
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
に

つ
い
て
の
不
明
な
点
は
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間

　

・
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場

　

合
は
火
曜
日
）
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
７
時

　

・
火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

・
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０- 

０
７
０- 

１
１
７

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
の
場
合

　

☎
０
３- 

６
７
０
０- 

１
１
３
０
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ごみ減量速報
　平成 24年 4～ 10月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 738㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 5.6％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 191㌘です。
　これは、梨１個分に相
当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。

　雑誌や郵便物など、1年間で溜まった大量の紙ごみを、年末の大掃除で処分する
人も多いのではないでしょうか。しかし、こうした紙ごみのほとんどは資源化す
ることができます。早めの整理・資源化の徹底に取り組んでみませんか。
　今回の「ごみダイエット通信」（本紙に折り込みの緑色のチラシ）では、年末の
大掃除で役に立つごみ減量方法を紹介しています。ぜひご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　日程
　
　　地区名

12月 平成 25 年 1月

28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日

金 土 日 月 火 水 木 金

牛
窓
地
域

燃えるごみを月・木に収集する地区

通常収集

燃えるごみ
特別収集

通常収集

燃えるごみを火・金に収集する地区

邑
久
地
域

燃えるごみを月・木に収集する地区 燃えるごみ
特別収集

燃えるごみを火・金に収集する地区

長
船
地
域

燃えるごみを月・木に収集する地区 燃えるごみ
特別収集

燃えるごみを火・金に収集する地区

年末年始の地区別ごみ収集日程

※通常収集の日程は、各家庭に配布している「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

　

年
末
年
始
に
あ
た
る
12
月
29
日

（
土
）
か
ら
１
月
３
日
（
木
）
ま

で
は
、
家
庭
ご
み
の
通
常
収
集
を

行
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
年
末
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
量
が
増
え
る
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
燃
え
る
ご
み
を

月
・
木
に
収
集
す
る
地
区
に
つ
い

て
は
、
下
表
の
と
お
り
特
別
収
集

を
行
い
ま
す
。
特
別
収
集
は
、
地

区
ご
と
に
収
集
日
が
異
な
る
た

め
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
に
お
け
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
休
業
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
休
業
期
間　

12
月
29
日
（
土
）

　

〜
平
成
25
年
１
月
３
日
（
木
）

　

こ
の
期
間
以
外
は
、
通
常
ど
お

り
持
ち
込
み
が
で
き
ま
す（
土
日・

祝
日
を
除
く
）。
分
別
に
つ
い
て

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
持
込
時
間
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

・
牛
窓
・
邑
久
地
域

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
７
５

　

・
長
船
地
域

　

長
船
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
２
１
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

特
別
収
集
を
除
き
、

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
は
、

収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

（
収
集
日
の
振
り
替
え
も
行
い
ま
せ
ん
。）

　

火
災
原
因
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
火
の
不
始
末
や
不
注
意
に

よ
る
も
の
で
す
。

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

年
末
年
始
も
火
災
予
防
を
忘
れ
ず
に

出
掛
け
る
前
と
就
寝
前
に
は
火
の
元
に
注
意
！

　

年
末
年
始

は
、
忙
し
さ

で
注
意
が
散

漫
に
な
っ
た

り
、
留
守
が

ち
に
な
る
時

期
で
す
。

　

か
け
が
え

の
な
い
生
命

と
財
産
を
守

る
た
め
に

も
、
出
掛
け

る
前
や
就
寝

前
に
は
、
火

の
元
に
十
分

■４
し

ない運動
１　酒を飲んだら運転しない。
２　運転するなら酒は飲まない。
３　酒を飲んだ人の車には同乗しない。
４　使用者は、従業員に飲酒運転を命じたり、認めたりしない。

■３
さ

せない運動
１　酒を飲んだ人には車を運転させない。
２　酒を飲んだ人には車を貸さない。
３　運転する人には酒は勧めない。

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
６

つ
の
こ
と
に
気
を
付
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

①
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　
れ
る
と
き
に
は
必
ず
火
を
消
す
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
は
燃
え
や

　

す
い
物
を
近
づ
け
な
い
。

③
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
ぽ
い

　

捨
て
は
絶
対
し
な
い
。

④
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

　

こ
足
配
線
は
し
な
い
。

⑤ 

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
は

置
か
な
い
。

⑥ 

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
は

し
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

飲酒運転
４ない３せない

運動

⑤
緊
急
地
震
速
報「
大お

お
じ
し
ん

地
震
で
す
。

　

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放

　

送
で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

⑥
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
瀬
戸
内
市

　

で
す
」

⑦
「
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り

　

ま
す
」

⑧
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
市
内
60
カ
所
の
屋
外
放
送
塔
と
、

　

行
政
委
員
の
自
宅
な
ど
に
設
置

　

し
て
い
る
戸
別
受
信
機
か
ら
一

　

斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

 

根
絶
し
ま
し
ょ
う

 

飲
酒
運
転
　

　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
、
新
年

会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
、
例
年
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交

 

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

 

防
災
行
政
無
線
　

　

市
の
防
災
行
政
無
線
で
は
、
地

震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災

害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊジ

ェ
イ-

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

報
も
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
し

ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
全
国
一
斉
に
緊

急
情
報
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。
地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
に
あ

わ
て
な
い
た
め
に
、
実
際
に
身
を

守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
で
は
震
度
４
以
上
の

地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
、
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
使
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
緊
急
地
震
速
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
３
日
（
月
）
午
前

　

10
時
15
分
ご
ろ

▽
放
送
内
容

①
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

②
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
瀬
戸
内
市

　

で
す
」

③
「
た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送
を

　

行
い
ま
す
」

④
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム

通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
の
防
止
に
は
、
車
を

運
転
す
る
人
自
身
の
自
覚
と
、
飲

酒
の
同
席
者
や
お
酒
の
提
供
業
者

な
ど
周
囲
の
人
た
ち
の
協
力
が
大

切
で
す
。

　

み
ん
な
で「
飲
酒
運
転
４し

な
い
、

３さ

せ
な
い
運
動
」
の
周
知
徹
底
を

図
り
、
悪
質
、
危
険
な
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０

1213



　

日
本
で
は
、
季
節
性
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
例
年
12
月
か
ら
３
月

頃
に
流
行
し
ま
す
。
い
っ
た
ん
流

行
が
始
ま
る
と
、
短
期
間
に
多
く

の
人
へ
感
染
が
広
が
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
と
な

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
大
き

く
３
つ
の
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
大
流
行
の
原
因
と

な
る
の
は
Ａ
型
と
Ｂ
型
で
す
。
現

在
、
流
行
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
亜
型
と

Ａ
／
Ｈ
３
Ｎ
２
亜
型
（
い
わ
ゆ
る

香
港
型
）、　

Ｂ
型
の
３
種
類
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
亜
型
は
、
平
成

21
年
に
流
行
し
た
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）」（
そ

の
後
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ

１
Ｎ
１
）
２
０
０
９
」
に
名
称
変

更
）
と
同
じ
も
の
で
す
。
Ａ
／
Ｈ

１
Ｎ
１
亜
型
の
ウ
イ
ル
ス
の
中
で

も
、
平
成
21
年
よ
り
前
に
季
節
性

と
し
て
流
行
し
て
い
た
も
の
（
い

わ
ゆ
る
ソ
連
型
）
は
、
平
成
21
年

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
後

は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
型
や
Ａ
亜

型
の
比
率
は
、
国
や
地
域
、
年
で

異
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
現

在
、
世
界
中
で
共
通
し
た
流
行
型

と
な
っ
て
い
ま
す
。

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

　

風
邪
の
症
状
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
の
ど
の
痛
み
、鼻
汁
、く
し
ゃ

み
や
咳
な
ど
が
中
心
で
、
全
身
症

状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
体

温
の
上
昇
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
度
以

上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋

肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
突
然
現

れ
ま
す
。
併
せ
て
風
邪
と
同
じ
よ

う
に
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、
咳

な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
子
ど
も
で
は
ま
れ
に
急
性
脳
症

を
、
高
齢
者
や
免
疫
力
の
低
下
し

て
い
る
人
で
は
肺
炎
を
併
発
す
る

インフルエンザ
みんなで知って、みんなで予防

な
ど
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う

な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

に
は
、
次
の
こ
と
が
有
効
で
す
。

①
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
Ａ
型
と
Ｂ

型
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
イ
ン
フ
ル

インフルエンザ 風邪

急激 発症 ゆっくり

強い、急速に広まる 感染力 弱い

発熱、寒気、頭痛 初期症状 くしゃみ、鼻汁、のどの
乾燥感

高熱、頭痛、関節痛、筋
肉痛、咳、のどの痛み、
鼻汁など

主な症状

のどの痛み、鼻汁、鼻づ
まり、くしゃみ、咳、発
熱 ( 高齢者では高熱が出
ないこともある )

強い倦怠感など全身症状 症状の出る部位 鼻、のどなど局所的

子ども、高齢者、持病 (*)
がある人、妊婦 注意が必要な人 すべての人

１～３日 潜伏期間 ２～５日

１～７日 感染期間 １～ 10 日

インフルエンザウイルス 原因となる
ウイルス

ライノウイルス、コロナ
ウイルスなど

飛沫感染および空気感
染、接触感染 感染経路 飛沫感染、接触感染

エ
ン
ザ
の
重
症
化
防
止
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
接
種
の

約
２
週
間
後
か
ら
現
れ
、
約
５
カ

月
間
持
続
し
ま
す
。
流
行
前
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
外
出
後
の
手
洗
い
・
う
が
い

　

手
指
な
ど
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル

ス
を
除
去
す
る
た
め
手
洗
い
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
外
出
後
の
手
洗

い
・
う
が
い
は
他
の
感
染
症
の
予

防
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

風邪とインフルエンザの違い（一般的な例）

※慢性閉塞性肺疾患（COPD）、喘息、慢性心疾患、糖尿病など

③
湿
度
を
50
〜
60
％
に
保
つ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の

活
動
は
低
温
で
乾
燥
し
た
環
境
で

活
発
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
気

が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜
の

防
御
機
能
が
低
下
し
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
、
加

白菜の甘味を、ゆずとリン
ゴのさわやかな酸味が引き
立てています。エビと人参
の色みが加わると、見た目
も鮮やかで、目にも美味し
い栄養満点の和え物です。

中島良子さん（22年会）です

白菜は、岡山県産野菜の中で生産量が第１位の
品目です。また、販売金額もなす、トマトに次
いで第３位で、岡山県野菜生産の中心的な品目
となっており、そのうち約７割が牛窓地域で生
産されています。
切っていない白菜は、新聞紙で包んで、冷暗所
で立てて保存します。切った白菜は、ラップに
包んで、冷蔵庫で保存します。株の根元にたて
の切り込みを入れると、白菜の成長を止めるこ
とができ、鮮度が落ちるのを抑えることができ
ます。

◆材料（４人分）
●白菜（250g）
●大根（80g）
●むきえび（40g）
Ａ
●ごま（大さじ 4）
●砂糖（大さじ 1）
●ゆず果汁（大さじ 1/2）

●人参（20g）
●リンゴ（1/2 個）
●塩（少々）

●酢（小さじ 2）
●塩（ひとつまみ）
●ゆずの皮

湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、
適
切
な
湿

度（
50
〜
60
％
）を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

　

れ
た
食
事

　

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め

に
、
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
休
養
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
取

す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
人
混
み
を
避
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
特
に
高
齢
者
や
持
病
の

あ
る
人
、
疲
労
気
味
、
睡
眠
不
足

の
人
は
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の

外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
外

出
の
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

短
時
間
で
用
事
を
済
ま
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
う
つ
さ
な
い

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
の
咳せ
き
、

く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な
ど
の
飛
沫
と

共
に
放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
、

鼻
腔
や
気
管
な
ど
気
道
に
吸
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　

周
囲
の
人
の
た
め
に
も
「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

◆作り方
①白菜は、繊維に沿って短冊に切り、熱湯に入
　れてすぐにざるに取り出す。そのまま水気を
　切る。
②人参と大根は太めのせん切りにし、塩でもむ。
　しんなりとしたら絞って、水気を切る。
③リンゴはいちょう切りにし、塩水にくぐらせ
　てざるに上げ、水気を切る。
④むきえびは塩ゆでする。大きいようなら半分
　に切る。
⑤Ａで①②③④を和える。
⑥器に盛り、せん切りにしたゆずの皮を散らす。

※ゆずが無い場合は、ゆず果汁を酢に変える。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
を
す
る
と
き
な
ど
の
作
法
）

　

□
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

　

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口

　

と
鼻
を
押
さ
え
、
他
の
人
か

　

ら
顔
を
そ
む
け
ま
し
ょ
う
。

□
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
な
い
場
合
は
、

　

手
で
は
な
く
、
周
囲
に
触
れ

　

に
く
い
曲
げ
た
ひ
じ
の
あ
た

　

り
で
口
と
鼻
を
ふ
さ
ぎ
ま
し

　

ょ
う
。

□
鼻
汁
や
痰
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に

　

出
し
、
す
ぐ
に
ふ
た
つ
き
の

　

ご
み
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

□
咳
、
く
し
ゃ
み
の
症
状
が
あ

　

る
場
合
は
、
鼻
と
口
の
両
方

　

を
覆
う
よ
う
に
マ
ス
ク
を
着

　

用
し
ま
し
ょ
う
。

□
周
囲
に
咳
を
し
て
い
る
人
が

　

い
た
ら
、
マ
ス
ク
を
着
用
す

　

る
よ
う
勧
め
ま
し
ょ
う
。
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ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

　

12
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
午
前
11
時
30
分
か
ら
コ
ー
ヒ
ー

　

と
茶
菓
子
の
接
待
あ
り

▽
場
所　

邑
久
郷
土
資
料
館

【
人
形
劇
演
目
】

　

・
ろ
く
べ
え　

ま
っ
て
ろ
よ

　

・
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
昼
下
が
り

　

・
プ
ル
ル
く
ん

　

・
ク
ワ
ン　

ク
ワ
ン

※
午
前
と
午
後
の
内
容
は
同
じ
で
す
。

【
展
示
物
】

　

・
竹
田
喜
之
助
氏
の
紹
介

　

・「
つ
き
み
草
」
の
生
い
立
ち

　

・
こ
れ
ま
で
上
演
し
た
作
品
の
紹
介

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

つ
き
み
草　

妹
尾
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
８
３
７

　　12月 28 日（金）

☎
☎
☎

BooKs

▽
日
時　

12
月
22
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽ 

講
師　

せ
と
う
ち
お
も
ち
ゃ
の

病
院
の
皆
さ
ん

▽
参
加
費　

50
円
（
材
料
代
）

▽
持
ち
物　

は
さ
み
、
筆
記
用
具

▽
定
員　

30
人

※
12
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　

着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
。「
ア

ス
リ
ー
ト
」
と
し
て
の
選
手
の
姿
を
紹
介
し
、
同
時

に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る
こ

の
１
冊
に
は
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て
欲
し
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ

伊
藤
数
子
…
箸　

廣
済
堂
出
版

けんかしたって仲直りできるんだよ
富田富士也…著　十月舎

 

結
成
15
周
年
を
記
念
し
て
上
演

 

人
形
劇
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

竹
田
喜
之
助
氏
の
作
り
出
し
た

人
形
の
繊
細
な
動
き
、
技
術
、
作

り
方
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
に

結
成
さ
れ
た
糸
あ
や
つ
り
人
形
劇

団
「
つ
き
み
草
」
は
、
今
年
で
満

15
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
ま
た
劇
団

の
活
動
を
支
援
す
る
皆
さ
ん
に
感

謝
を
込
め
て
、
人
形
劇
を
上
演
し

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

ケ
ー
キ
作
り
と
お
も
ち
ゃ
作
り

　

12
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
「
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
」
と
「
お

も
ち
ゃ
作
り
」
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
サ
ン
タ
の
似
顔
絵
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
作
り
】

▽ 

日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
０
時
30
分

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

▽ 

講
師　
あ
い
の
光
医
院
・
牛
窓
栄
養
士

▽
参
加
費　
５
０
０
円(

材
料
代)

▽ 

持
ち
物　

三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、

布
巾
（
食
器
用
）

▽
定
員　
20
人（
市
内
在
住
小
学
生
）

※
12
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　

着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

牛
窓
町
公
民
館

【
お
も
ち
ゃ
作
り
】

教育・心理カウンセラーの筆者が、人間関係に悩む
10 代に向けて、言葉の使い方、態度、物の見方・
考え方などについて「心の作法」をアドバイス。子
どもへの接し方を考えるきっかけにもなる、大人に
もお勧めの１冊です。

喜之助フェスティバルで披露した「プルルくん」

楽しみながらケーキを作りませんか

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
こ
れ

ま
で
、
佐
竹
徳
画
伯
と
戦
前
か
ら

交
流
が
あ
り
、
戦
後
も
十
和
田

湖
へ
の
写
生
旅
行
に
同
行
す
る
仲

だ
っ
た
金
山
平
三
や
、
佐
竹
画

伯
が
牛
窓
で
制
作
活
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
る
オ
リ
ー
ブ
園
を

案
内
し
た
旧
友
阿
藤
秀
一
郎
と
の

企
画
展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
倉
道
昌
画
伯
を
紹

介
し
ま
す
。

大
倉
道
昌
と
は

　

大
倉
画
伯
は
、
大
正
14
（
１
９

２
５
）
年
に
岡
山
市
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
祖
父
と
母
は
瀬
戸
内
市
長

船
町
福
岡
の
生
ま
れ
で
し
た
。
岡

山
県
第
一
岡
山
中
学
校
（
現
県
立

岡
山
朝
日
高
等
学
校
）在
学
中
に
、

洋
画
県
展
連
盟
賞
を
受
賞
し
、
早

く
か
ら
才
能
を
現
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術

大
学
）
油
絵
科
へ
進
み
、
安
井
曾

太
郎
・
伊
藤
廉
・
硲は

ざ
ま

伊
之
助
の
三

氏
に
師
事
し
、
そ
の
豊
か
な
才
能

を
開
花
さ
せ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
外
務
省
内
で
外
務
省

職
員
愛
好
家
を
対
象
に
絵
を
教
え

た
り
、
都
立
高
校
に
勤
務
し
な
が

ら
制
作
活
動
を
行
い
、
昭
和
37
年

に
、
岡
山
で
個
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
児
童
小
説
の
挿
絵
も
描

い
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
フ
ラ
ン
ス
へ
渡

り
、
以
後
は
各
国
か
ら
多
く
の
画

家
が
集
ま
る
パ
リ
に
在
住
し
て
制

作
を
続
け
、
セ
ー
ヌ
河
畔
、
リ
ュ

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
な
ど
光
あ
ふ

れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
風
景
や
静
物
な

ど
を
パ
リ
風
油
絵
具
の
色
遣
い
で

描
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
43
年
に
サ
ロ
ン（
展
示
会
）

に
出
品
し
た
作
品
「
窓
」（
50
号
）

が
パ
リ
市
の
買
い
上
げ
と
な
り
、

昭
和
44
年
に
は
、
東
京
、
岡
山
な

ど
で
個
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
倉
画
伯
は
テ
レ
ビ
番
組
の
中

で
、
渡
仏
し
た
理
由
を
「
師
匠
で

あ
る
安
井
、
硲
先
生
の
勧
め
で
、

ど
う
し
て
油
絵
具
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
生
ま
れ
た
の
か
を
探
求
し
に
、

パ
リ
へ
や
っ
て
き
た
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

き
続
け
ま
し
た
。

　

大
倉
画
伯
の
個
展
が
岡
山
で
開

催
さ
れ
る
と
、
佐
竹
画
伯
は
会
場

に
足
を
運
び
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
二
人
は
お
互
い
の
芸
術
を
認

め
合
っ
た
仲
で
し
た
。

　

大
倉
画
伯
は
お
だ
や
か
な
人
柄

で
あ
り
な
が
ら
、
時
流
に
流
さ
れ

ず
自
ら
の
芸
術
的
主
張
を
貫
き
、

パ
リ
で
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
清
潔
な
制
作
姿
勢
か
ら
、

孤
高
の
人
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
「
オ
リ
ー
ブ
の
仙
人
」
と
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
た
佐
竹
徳
画
伯
と

は
、
お
互
い
に
ど
こ
か
通
じ
る

部
分
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

大倉道昌作「入江の松」

　

平
成
15
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
在
住

40
年
記
念
展
を
岡
山
で
開
催
し
た

際
に
、
岡
山
朝
日
高
等
学
校
の
同

窓
会
誌
に
寄
せ
た
寄
稿
文
に
は
、

「
岡
山
に
着
く
と
最
初
に
行
く
と

こ
ろ
は
旭
川
、
相
生
橋
か
ら
川
沿

い
に
岡
山
城
跡
ま
で
足
を
運
ぶ
」

「
セ
ー
ヌ
河
畔
を
歩
い
て
い
て
ふ

と
思
い
浮
か
ぶ
の
が
旭
川
、
リ
ュ

ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
に
入
る
と
後

楽
園
を
思
い
出
す
」
な
ど
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

大
倉
画
伯
の
作
品
は
、
高
度
な

技
術
に
裏
付
け
ら
れ
、
西
欧
の
伝

統
の
上
に
立
っ
た
格
調
高
い
も
の

と
評
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
美

し
い
色
彩
に
は
温
か
い
人
柄
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

佐
竹
徳
と
の
交
流

　

一
方
の
佐
竹
画
伯
は
、
明
治
30

（
１
８
９
７
）
年
に
生
ま
れ
、
若

く
し
て
帝
展
で
特
選
を
受
賞
す
る

な
ど
才
能
を
認
め
ら
れ
た
画
家
で

し
た
。

　

昭
和
34
年
に
牛
窓
の
緑
に
魅
せ

ら
れ
て
以
降
、
制
作
の
拠
点
を
牛

窓
に
移
し
、
平
成
10
年
に
亡
く
な

る
ま
で
40
年
近
く
オ
リ
ー
ブ
を
描

大倉画伯（写真中央）の個展会場で談笑する佐竹画伯（写真左）
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備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

 

未
見
！
必
見
！
新
た
な
収
蔵
刀
剣
展

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
へ
の
新

た
な
刀
剣
の
寄
贈
・
寄
託
が
あ

り
、
未
公
開
作
品
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
未
公
開
の
備

前
物
の
名
品
や
備
中
、備
後
、美
濃
、

豊
後
な
ど
の
他
国
物
、ビ
ル
マ
（
現

ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
太
守
か
ら
贈
ら

れ
た
と
い
う
刀
剣
や
ク
リ
ス
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
短
剣
）
な
ど
刀
剣

36
口ふ

り

と
拵こ

し
ら
え

11
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

12
月
６
日
（
木
）
〜
平

　

成
25
年
２
月
３
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

　

の
場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始

　
（
12
月
25
日
か
ら
平
成
25
年
１

　

月
４
日
）
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

　

と
奇
跡
の
島
〜
ア
ニ
マ
ル
ア
ド

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
〜
」

　

・
お
は
な
し
会

　

・
紙
ヒ
コ
ー
キ
と
ば
し

　

▽
参
加
費　

２
０
０
円

※
材
料
代
が
別
途
必
要
な
コ
ー
ナ

　

ー
が
あ
り
ま
す
。

※
コ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
定
員
が

　

あ
り
ま
す
。
受
け
付
け
は
先
着

　

順
で
、
当
日
の
み
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
青
年
団
事
務
局
（
社

　

会
教
育
課
内
）

　

☎
０
８
６
９-
３
４-
５
６
０
１

 

開
催
し
ま
す

 

親
子
で
楽
し
む
映
画
会

　

瀬
戸
内
市
共
同
募
金
委
員
会

で
は
、「
親
子
で
楽
し
む
映
画
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午

　
前
10
時
〜（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
上
映
作
品

　

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
２

▽
定
員　

３
５
０
人
（
先
着
順
）

▽
入
場
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

長
船
支
所

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

３
１
０
０

 

匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

 

エ
イ
ズ
な
ど
の
検
査
　

　

備
前
保
健
所
で
は
、
12
月
１
日

の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ

せ
て
、
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
毎
月
２
回
定
例
検
査

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
匿
名
・
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

場
合
は
、
検
査
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
相

談
も
同
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
検
査
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
即
日
検

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　

円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　

円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-
６
６-
７
７
６
７

 

子
ど
も
た
ち
集
ま
れ

 

サ
ン
タ 

de  

フ
ェ
ス
タ

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
瀬
戸
内

市
青
年
団
主
催
の
「
サ
ン
タ 

de 

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
９
日
（
日
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
主
な
内
容

　

・
エ
コ
戦
隊
も
っ
て
ぇ
ね
ん
ジ
ャ

　

ー
シ
ョ
ー

　

・「
映
画
ド
ラ
え
も
ん　

の
び
太

査
）、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒

検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

①
夜
間
検
査

▽
日
時　

12
月
７
日
（
金
）　

午

　

後
４
時
30
分
〜
午
後
７
時

②
定
例
検
査

▽
日
時　

第
１
・
第
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
・
相
談
先

　

備
前
保
健
所
保
健
課

　

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

　
（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

元
日
の
日
の
出
を
見
る
会

　

美
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協

議
会
で
は
、「
美
和
神
社
で
元
日

の
日
の
出
を
見
る
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

山
々
の
向
こ
う
に
見
え
る
瀬
戸

内
海
の
島
か
ら
昇
る
素
晴
ら
し
い

元
日
の
日
の
出
を
楽
し
め
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
費

は
無
料
で
す
。
甘
酒
も
準
備
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
25
年
１
月
１
日

　
（
火
・
祝
）　

午
前
６
時
〜
午
前

　

７
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

▽
場
所　

美
和
神
社
東
広
場
（
長

サンタクロースがお出迎え

て
講
義
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
交
通
事
故
の
保
険
に
つ
い
て
学

び
、
保
険
の
内
容
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問

も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
９
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

 

連
鎖
倒
産
か
ら
守
り
ま
す

 

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

　

中
小
企
業
を
連
鎖
倒
産
か
ら
守

る
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）
は
、

取
引
先
事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛

金
債
権
な
ど
が
回
収
困
難
に
な
っ

た
場
合
に
、
掛
金
の
10
倍
の
範
囲

内
で
最
高
８
、０
０
０
万
円
ま
で

無
担
保･

無
保
証
人
で
貸
付
が
受

け
ら
れ
る
共
済
制
度
で
す
。

　

 ｢

も
し
も｣

の
と
き
の
資
金
調

達
手
段
と
し
て
当
面
の
資
金
繰
り

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
水
土
里
ネ
ッ
ト
岡
山
総
務
部
指
導
課

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

０
９
２
１

　

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
岡
山
支
店

　

農
林
水
産
事
業

　

☎
０
１
２
０-
０
１
１-

６
９
４

 

今
年
も
開
催
し
ま
す

 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
バ
ン
ド

「
テ
イ
ク
ワ
ン
」
が
、
テ
ナ
ー
サ

ッ
ク
ス
奏
者
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

▽
日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午

　

後
２
時
〜
（
約
２
時
間
）

▽
場
所　

旧
鯉
の
ぼ
り
図
書
館

　
（
牛
窓
町
鹿
忍
７
８
３-

１
５
４
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

テ
イ
ク
ワ
ン　

出
射
さ
ん

　

☎
０
９
０-

４
８
９
７-

８
６
９
２

　

船
町
西
須
恵
）

※
須
恵
古
代
館
か
ら
県
道
沿
い
に

　

約
１
０
０
㍍
北
東
に
あ
る
「
美

　

和
神
社
登
り
口
」
の
標
識
か
ら

　

南
東
に
約
１・
５
㌔
（
駐
車
場

　

有
り
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

美
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協

　

議
会　

山
崎
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
４
６
４

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

保
険
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し
て

い
る
藤
井
祐
介
氏
を
招
き
、「
知
っ

て
ま
す
か
？　

あ
ん
な
こ
と
、
こ

ん
な
こ
と
、
交
通
事
故
」
と
題
し

 

活
用
し
て
早
期
の
接
続
を

 

農
業
基
盤
整
備
資
金

　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
次
の
工

事
内
容
に
対
し
て
融
資
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
活
用
し
、
早
期
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
工
事

　

宅
地
内
排
水
管
敷
設
、
屋
内
排

水
管
敷
設
、
集
水
ま
す
・
合
接
ま

す
の
設
置
、
ト
イ
レ
・
浴
室
・
台

所
・
洗
面
所
の
改
修
工
事

※
供
用
開
始
３
年
以
内
で
あ
る
こ

　

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
団
体
・
個
人

　

土
地
改
良
区
、
土
地
改
良
区
連

合
（
事
業
主
体
に
な
る
場
合
に
限

る
）
農
業
協
同
組
合
、
農
業
協
同

組
合
連
合
会
、
農
業
を
営
む
者
、

農
業
振
興
法
人
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

 

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
共
済
相
談
室

　

☎
０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１

 

社
会
福
祉
協
議
会
嘱
託
職
員
募
集

 

保
健
師

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
平
成
25
年
度
採

用
の
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

提
出
書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
職
種　

保
健
師

▽
採
用
予
定
人
数　

１
名

▽
受
付
期
間　

12
月
１
日
（
土
）

　

〜
25
日
（
火
）

▽
採
用
年
月
日　

　

平
成
25
年
４
月
１
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

邑
久
本
所

　

〒
７
０
１-

４
２
４
６

　
瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
８
６
２-

１

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
４
０

　

HPhttp://setouchisyakyo.or.jp/

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

工業統計調査を
実施します　　　

　工業統計調査は我が国の
工業の実態を明らかにする
ことを目的とした統計法に
基づく報告義務がある重要
な統計です。
　調査結果は中小企業施策
や地域振興などの
基礎資料として利
活用されます。
　調査時点は平成
24 年 12 月 31 日
です。
　調査へのご協力
をお願いします。

■問い合わせ先
　まちづくり推進課
　☎０８６９-２２-１０３１

工業統計
キャラクター
コウちゃん

美和神社から見る初日の出

1819



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 12 月 18 日（火） 平成24年    7 月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 12 月 19 日（水） 平成24年    3 月生

1 歳６カ月児健診 12 月 12 日（水） 平成23 年    5 月生
2 歳児健診 12 月 13 日（木） 平成22年    8 月生

3 歳児健診 12 月   5 日（水） 平成21年    6 月生

子どもの健診

人の動き《平成 24年 11 月 1日現在》
人口 ３９，１３０人 （＋５８）
男 １８，６４７人  （＋１５）
女 ２０，４８３人 （＋４３）
世帯 　１４，９１６世帯 （＋７７）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2012　December
12

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９ -２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ -２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ -２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ -２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ -２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　（求職者を対象とした相談）
　【相談員：職業相談員など】
　■問い合わせ先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４１
※①～⑪の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９ -２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　福祉課
　　☎０８６９-２６ - ５９４３

各種相談

11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30   1  

2 3 4 5
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

6
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

7  
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

8

9
体協　歩こう会　
　金山コース
　9：35 邑久駅発赤穂線

10 11
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

12
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

13
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　牛窓支所

14
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

15

16 17 18 19
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

20
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

21
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

22

23    天皇誕生日 24    振替休日 25
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

26
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
※ 子どもの人権相談も実施
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

27
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
　ゆめトピア長船
※ 子どもの人権相談も実施
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船
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本庁窓口業務の時間延長
　平日の日中に市役所に来庁することが
できない人のために、本庁窓口業務の時
間延長を行っています。 ただし、取り扱っ
ている業務は窓口業務の一部です。事前
にご確認のうえご利用ください。

▽時間延長を行う日
　毎月第 1木曜日（祝日の場合は、その翌開庁日）

▽時間延長を行う時間
　午後５時 15 分～午後７時

▽取扱業務
　①住民票等証明の交付 ( 広域交付住民票は除く )
　②戸籍等証明の交付
　③身分証明の交付
　④印鑑登録証明書交付及び印鑑登録に関する事務
　⑤旅券 ( パスポート ) の交付
　⑥国民健康保険被保険者証の再交付
　⑦国民健康保険高齢受給者証の再交付
　⑧高額療養費の申請
　⑨後期高齢者医療被保険者証の再交付
　⑩ひとり親家庭等医療費受給資格者証の再交付
　⑪心身障害者医療費受給資格証の再交付
　⑫各種市税の諸証明書の交付
　⑬市税、国民健康保険税及び介護保険料の納付
　⑭後期高齢者医療保険料の納付
■問い合わせ先
・①～⑤の業務に関すること
　市民課市民係　☎０８６９- ２２ - １１１５
・⑥～⑧の業務に関すること
　市民課国保年金係　☎０８６９-２２ - １７９０
・⑨～⑪の業務に関すること
　市民課医療費給付係　☎０８６９- ２２ - ３９５８
・⑫～⑭の業務に関すること
　税務課　☎０８６９-２２ - １１１４
　収納推進課　☎０８６９-２２ - ２４６４

生活習慣病教室

▽日時　12 月 14 日（金）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「花粉症について」

▽講師　白石高昌氏（瀬戸内市民病院　内科医）

▽定員　30 人（食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

▽申込期間　12 月３日（月）～ 13 日（木）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

法律相談
　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は 12月３日（月）
で、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　平成 25 年１月 10 日（木）午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

相続遺言・登記・成年後見等相談

▽日時　平成 25 年１月 12 日（土）午後１～４時（予約不要）

▽場所　中央公民館

▽相談員　司法書士

▽相談料　無料
■問い合わせ先
　岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター
　☎０８６-２２６ - ０４７０
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12 月納期の市税・保険料
　固定資産税【３期】　国民健康保険税【５期】
　介護保険料【５期】　後期高齢者医療保険料【３期】
※納付期限は 12 月 25 日（火）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

①１歳のお子さん
氏名、生年月日

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ・
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場合
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city.
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▼
表
紙
で
紹
介
し
た
牛
窓
秋
祭
り
で
の

出
来
事
。
化
粧
風
景
の
写
真
を
撮
っ
て

い
る
と
「
あ
ん
た
も
せ
に
ゃ
あ
」
の
声
。

「
い
や
、
取
材
な
ん
で
…
」
と
言
っ
た

も
の
の
、
断
り
切
れ
ず
、
化
粧
を
し
て

も
ら
い
取
材
を
続
行（
笑
）。最
後
に
は
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ず
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市内で活躍する陶芸家  森陶岳氏の作品が切手に
「森 陶岳 －寒風新大窯－」
市内で活
「森陶岳

　長島愛生園では、神谷美惠子記念がん哲学外来「カフェ in 長島
愛生園」を開催しています。
　このカフェは、入所者と一般の人がお茶を飲みながら交流する場
です。闘病中のがん患者やその家族、がん以外で不安や悩みを抱え
る人が「対話」を通して「生きている意味」「生きるヒント」を見
いだすことを目標としています。
　「生きている」ことの意味を共に語りませんか。参加を希望する
人は、前日までに申し込んでください。

▽日時　毎月最終火曜日　午後１時 30 分～午後３時 10 分

▽場所　長島愛生園日出会館

▽定員　10 人（先着順・定員になり次第締切）
■問い合わせ・申込先　長島愛生園福祉課
　☎０８６９-２５ - ０３２１
　mail　shomu2@aiseien.go.jp

　牛窓町長浜に寒風新大窯を築
き活動をしている、岡山県指定
重要無形文化財保持者である森
陶岳氏の作品がオリジナルフ
レーム切手になりました。

▽販売場所　瀬戸内市、備前市、
　赤磐市、和気町の全郵便局お
　よび岡山市の一部の郵便局
　（簡易郵便局を除く）

▽シート構成　80 円切手× 10 枚

▽販売価格　１シート 1,200 円
■問い合わせ先　長浜郵便局
　☎０８６９-３４ - ４１４７

がん哲学外来「カフェ in 長島愛生園」
「生きている意味」「生きるヒント」を考えます

３時 10 分
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